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はじめにはじめに

みやぎOT・PT・ST合同就職説明会は，今年度で５年目

を迎え，これまで関係機関と共に展開してきた。

今回は５年間の実績と，本会より発展した事業について
報告する。

さて…皆さんは，OTOT，PTPT，STSTをご存知ですか？

本事業の広報で平成21年7月20日に放送した本事業の広報で平成21年7月20日に放送した

「週刊とれたて！みやぎ」ご覧ください。



本会の目的本会の目的

・ 本県の人口10万人当たりのリハビリ専門職（以下，リハ
職）の数は，全国平均を下回っている。

・ 県内リハ職の約6割が仙台市内に勤務し，郡部との人員格
差が生じている。

・ 郡部では，リハ職の求人希望施設への就職が進まず，リ
ハビリサ ビスの拡充が十分に図れていないハビリサービスの拡充が十分に図れていない。

県内全域のリハビリ提供体制がさらに充実されるよう県内全域のリハビリ提供体制がさらに充実されるよう，
求人希望施設と就職希望者が情報提供・相談できる場を提
供し リハ職の人材確保の一助とする供し，リハ職の人材確保の一助とする。



本会のチラシ本会のチラシ



当日の様子（講堂内）当日の様子（講堂内）
パンフレットや
ホームページではホ ムペ ジでは
伝わらない思いを
やりとりできるや

面談コーナー



当日の様子（講堂前ロビー・第２入札室）当日の様子（講堂前ロビー・第２入札室）
リハビリテーション情報提供コーナー

（社）宮城県作業療法士会（社）宮城県理学療法士会

参加施設情報閲覧コーナー 普及啓発セミナー



実 績



参加施設数（求人数）と来場者数の推移参加施設数（求人数）と来場者数の推移
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※ 県内の病院・介護施設等２８４ヵ所に通知，その他「県政だより」等掲載し周知



来場者の内訳（平成22年度実績より）来場者の内訳（平成22年度実績より）
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成果成果 参加施設の採用（内定）者数の推移成果成果 参加施設の採用（内定）者数の推移
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 Ｈ20は 年間総採用（内定）者数162名 [仙台市以外118名（73％）］ Ｈ20は、年間総採用（内定）者数162名 [仙台市以外118名（73％）］
 Ｈ21は、年間総採用（内定）者数124名 [仙台市以外 85名（69％）］



成果成果 人口10万人当たりのリハ職数成果成果 人口10万人当たりのリハ職数

宮城県 宮城県

病 院

区分
宮城県

（全国順位）
全国

宮城県
（全国順位）

全国

理学療法士 13.7人（45位） 20.3人 21.4人（44位） 30.3人
作業療法士 8.2人（41位） 11.9人 14.8人（38位） 19.2人
言語聴覚士 2.2人（46位） 3.6人 4.1人（44位） 6.2人

出典：厚生労働省「病院報告」 平成16年 平成20年

介護サ ビ 施設 事業所

区分
宮城県

（全国順位）
全国

宮城県
（全国順位）

全国

介護サービス施設・事業所

区分
（全国順位）

国
（全国順位）

国

理学療法士 4.7人（42位） 7.9人 9.4人（38位） 11.9人
作業療法士 5 8人（27位） 5 3人 8 9人（27位） 8 1人作業療法士 5.8人（27位） 5.3人 8.9人（27位） 8.1人
言語聴覚士 0.6人（40位） 0.9人 1.2人（34位） 1.5人

出典：厚生労働省「介護サービ 平成15年 平成20年
ス施設・事業所調査」 平成15年 平成20年

健康推進課「リハビリテーション専門職養成課程の卒業生の就職状況等に関する調査結果」より



成果成果 新たな取り組みへの発展
平成１８年度～ 『みやぎOT・PT・ST合同就職説明会』（年１回開催）

～人材確保対策スタート～

成果成果 新たな取り組みへの発展

～人材確保対策スタート～

『リハビリテーション専門職従事者調査』実施

平成２０年度～ 『参加施設との意見交換会～人材育成について～』（説明会同日開催）

『リハビリテーション専門職定着支援研修会（新任職員研修会）』

（年１回２日間の日程で開催）

～人材育成（定着）対策スタート～～人材育成（定着）対策スタート～

平成２１年度～ 『みやぎリハJOB』OT・PT・ST無料職業紹介所開設（通年実施）
～人材確保対策のさらなる充実へ～

『参加施設との意見交換会～養成校と施設の連携～』（説明会同日開催）

平成２２年度～ 『普及啓発セミナー リハ職のお仕事～先輩からのメッセージ～』

（説明会同日開催）

材育成（定着）対策 さ な 充実

人材人材確保と人材育成（確保と人材育成（定着定着） 両輪で展開） 両輪で展開

～人材育成（定着）対策のさらなる充実へ～

人材人材確保と人材育成（確保と人材育成（定着定着）の両輪で展開）の両輪で展開



効果効果 関係機関の意識変化と連携強化

・ 県内のリハ職養成校

効果効果 関係機関の意識変化と連携強化

県内のリハ職養成校

養成校の増加や就職難の時代も相俟って，就職活動支援への意識が
高まっている。また，それにより学生等の就職活動への意識も高ま
りつつあるりつつある。

・ 県内の施設

他施設の取り組み状況を知ることが

良い刺激となり，有望な人材確保・育成

への意識が高ま ているへの意識が高まっている。

・ 県士会（理学療法士会，作業療法士会）

リハ職の増加に伴い，人材育成および

職能団体としての地域支援活動の意識が高

ま ているまっている。

関係機関との連携強化により 当センター他事業関係機関との連携強化により，当センター他事業

においても，新たな取り組みに繋がっている。



今後さらなる発展をめざす今後さらなる発展をめざす
（社）宮城県理学療法士会，（社）宮城県作業療法士会との協力のもと

１ 人材確保

（１）みやぎOT・PT・ST合同就職説明会（年１回開催）

（２）宮城県OT・PT・ST無料職業紹介所（通年実施）

２ 定着（人材育成）

（ ） ビ 専 職定着支援 修会（新任職 修会）（１）リハビリテーション専門職定着支援研修会（新任職員研修会）

（年１回２日間の日程で開催）

（２）合同就職説明会同時開催 普及啓発セミナー（年１回開催）（２）合同就職説明会同時開催 普及啓発セミナー（年１回開催）

３ 継続可能な人材確保定着に向け「人材とリハビリニーズの発掘」３ 継続可能な人材確保定着に向け「人材とリハビリニ ズの発掘」

（１）次世代を担うリハ職の発掘
「小中高校生への普及啓発 職場見学 出前講話」「小中高校生への普及啓発 職場見学・出前講話」

（２）一般県民を対象としたリハビリテーション普及啓発（ ） 般県民を対象 たリ リテ シ 普及啓発
「みやぎリハの日」


